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関西グローバルヘルスの集い
（KGH）はじまりの物語

　今から７年前の 2018 年 12 月、当協
会理事長である中村安秀先生の呼びかけ
に応じて、KGH の立ち上げメンバー約
10 名が大阪の本町にある日本 WHO 協
会事務局に集いました。グローバルヘル
スに関する諸テーマを取り上げ、立場や
職業、年齢などを越えて自由闊達にディ
スカッションし、お互いを切磋琢磨しあ
えるような場を日本 WHO 協会で提供
したいという思いを共有し、定期的に無
料セミナーを開催することが決まりまし
た。その後の打ち上げの席で（食べ放題
の中華料理屋だったと記憶しています）
セミナーの名称を決めることになり、一
人一人が割りばしの空袋の裏に良いと思
う名称を書き、多数決によって現在の「関
西グローバルヘルスの集い（略称：
KGH）」という名称が生まれました。そ
して 2019 年 1 月、KGH は対面型のワ
ークショップ形式でスタートしました

（写真）。場所は大阪本町にあるサラヤメ
ディカルトレーニングセンター、1 年目
は 2 か月に一回、参加者 15 ～ 25 人程
度が集い、自由闊達に、気兼ねなく率直
に、お互いの意見を言い合える場づくり
を心掛けました。

対面からオンラインへ
　事態が一変したのは、新型コロナウィ
ルス感染症（COVID-19）の世界的流行
です。第 8 回は 2020 年 3 月に開催予
定で準備は整っていたのですが、「密」
を避けるためにはひざを突き合わせて語
らいながらの場の提供を断念せざるを得
ず、残念ながら幻の回となってしまいま
した。
　そうしたなか運営委員のなかまで話し
合ったのがオンラインセミナーの開催で
す。今では誰もが気軽に使える Zoom

ですが、当時はまだ誰も使い慣れておら
ず、手探りでのスタートでした。さらに
嬉しい悲鳴と言えばそうなのですが、申
し込みを始めてみると、予想をはるかに
超える多数の参加申し込みがあり、
Zoom ではキャパオーバーになってしま
いました。当時はまだこうしたオンライ
ンセミナーを無料で開催しているところ
が、とても少なかったからだと思います。
色々調べた結果、Zoom を YouTube に
接続することで制限なく視聴者を募るこ
とができることが分かり、試行錯誤の末
この方法を会得しました。
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　オンラインセミナーの第 1 弾が開始
できたのは 2020 年５月です。大きな
テーマを一つ決め、それを 3 回シリー
ズに分けて深く切り込んでいく構成です。
おかげさまでオンラインセミナーは第 1
回から大盛況。ただ回を重ねるにつれて、
オンラインでは KGH がずっと大切にし
てきた双方向での自由闊達な議論はでき
ていない、という思いがこみ上げてきま
した。そこで考えたのが、オンライン上
でのワークショップセミナーの開催です。
これは特別編として Global Café と名付
けました。Global Café の参加者は 20
～ 30 名程度で、オンライン上ではあっ
ても顔の見える関係と、立場や年齢など
を越えた自由闊達な議論の場づくりに努
めてきました。

　2021 年秋ごろには COVID-19 も落
ち着き、2022 年には多くの学校が全面
的に対面授業を再開しました。KGHでも、
オンラインから対面セミナーに舵をきる
べきか話しあいがありました。オンライ
ンセミナーでは双方向性の自由闊達な議
論は制限されますが、関西圏に限らず日
本中、世界中の視聴者と繋がることがで
きます。さらに KGH のオンラインセミ
ナーは、スタートから４年以上経った今

KGH 流
ハイブリッド型への進化

KGHのチラシの一例

も 200 ～ 300 名のお申し込みがありま
す。これはスゴイことだと思います。そ
うしたことからオンラインセミナーは今
後も継続的に行っていくことを決めると
ともに、Global Café については初心に
戻って対面で、ひざを突き合わせて自由
闊達な議論ができる場の提供をすること
で「KGH 流ハイブリッド」が誕生しま
した！

仲間大募集！     

　ふりかえると、あっという間に立ち上
げから 6 年が経ちました。話題提供を
頂いた講師の先生方は 60 名を越えます。
KGH の活動がきっかけで、普段は新聞
やネットニュースの中で見ることしかで

きない専門家に直接繋がる機会もたくさ
んありました。初期メンバーとして運営
に携わっていた仲間の中には、医学生か
ら医師になっていた人たちや、社会人と
して活躍している人たちなど、それぞれ
の道に向かって歩き始めた人たちがいま
す。運営スタッフは皆、有志によるボラ
ンティアです。きつい縛りはありません
が、やれる時に、やれる事を、しっかり
責任を持って（これ大事！）仕事に従事
してくれる仲間を募集しています。グロ
ーバルヘルスに関心のある皆さん、私た
ちと一緒に活動してみませんか？普段は
つながりのない人たちと繋がって、真剣、
かつ楽しく切磋琢磨しあいましょう！詳
しくは協会の HP をご参照下さい。
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